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◇本プロジェクトの背景と目標 

近年の二酸化炭素排出量削減や交通に関する環境・社会問題を受け，次世代のモビリティ

社会の実現に向けた要請が強まってきた．従来の化石燃料による燃焼効率や二酸化炭素排

出量の面で有利となる電気自動車の本格的な普及が不可欠となっている．また自動運転技

術の進展によって，交通渋滞や交通事故の低減をはじめ，高齢者や過疎地における交通問題

の緩和など，これまで解決が困難とされてきた社会問題の解決に大きな期待がよせられて

いる．さらに人工知能技術の発展によって，より便利で快適な生活・労働環境の改善・促進

と共に，新たな交通・物流をはじめ，観光を含めた次世代サービスの期待も高まりつつある． 

 本プロジェクトは，上述の社会的要請のもと，MaaS・CASE 及び人工知能技術に基づく

スマートモビリティ社会に向けて要求される主要な技術・システムの開発を目的とする．具

体的には，電気自動車や乗合型バス・タクシー，物流における運搬手段の次世代モビリティ

のためのモータ制御システムの開発をはじめ，従来とは異なる移動・運搬手段としてのサー

ビスや形態が予想されるため，これらの多様化するモビリティの効率的な連携，オンデマン

ド交通サービスの検討や，それらモビリティの配車や乗降ポイント，シェアリングスポット

や充電ステーションなどのインフラ設備の最適配置を目指す群知能・最適化システムや

IoT・情報通信システムを開発する．さらに，車内空間の快適性など，モビリティと利用者

をつなぐ環境知能システムも視野にいれた次世代モビリティシステムと，ソーシャルビッ

クデータを利用した人工知能技術に基づく次世代観光情報サービスとの融合によって，近

郊・郊外・過疎地におけるモビリティだけでなく，観光客も利用可能な，地域活性化を促進・

包含するシステムの開発を目指す． 

 



◇プロジェクトの進捗状況 

 

 本プロジェクトは次の５つの研究分野に大別される． 

 

【電気自動車モータ制御分野】 

 

【モビリティ通信分野】 

 

【モビリティ配車・物流分野】 

 

【モビリティインフラ配置分野】 

 

【観光情報サービス分野】 

 

以下では，それぞれについて報告する． 

 

 

【電気自動車モータ制御分野】 

インバータ並列化システムについて開発を進めている． 

 

 

 

【モビリティ通信分野】 

MaaS が提供するサービスを表示し，同時に，その情報をユーザに送信する技術の開発を

すすめている．具体的には，LED ディスプレイ，特に，「LED 回転式 3D ホログラムディス

プレイ」を送信機に，受信機にスマートフォンのカメラを用いた新しい可視光通信システム

を開発する．この回転式ディスプレイは，一列に並べた N 個の LED をプロペラのように高



速回転させ，回転角度毎に異なる点滅をさせることで，映像をまるで空間に浮いているよう

に見せられる人間の目の錯覚を利用した技術である．この LED が点滅しながら回転する様

子を受信機であるカメラにより回転速度以下の速さで露光して撮影すれば，N 個×回転角

度数分の点滅の変化を 1 枚の撮影画像に捉えられる．下図は，LED 回転式 3D ホログラム

ディスプレイのイメージである． 

 

 

現在のところ，回転式ディスプレイを模した LED 送信機の試作機を 1 台（試作機 1 号）

開発し，バックアップ用にもう１台開発中である．試作機１号を用いた通信実験を行うため

には，回転する LED の位置を検出する必要があり，そのための手法を開発中である．今年

度中にその手法を学会等で発表予定である． 

また本研究では LED が点滅しながら回転するため，受信機であるカメラ状には従来の可

視光通信とは大きく異なる写り方をする．そこで回転によって変化する LED 光が画像上で

どう写るかを理論的に導出した．その理論に基づくシミュレーション結果及び実験結果を

比較し，理論の妥当性を証明したものを学術論文として発表した（研究業績参照）． 

 

【モビリティ配車・物流分野】 

個人所有のモビリティから，相乗り・シェアリングの形態へ変革することが予測されてい

ることから，効率的なモビリティ配車システムのアルゴリズム開発を進めている．以下の左

図は，各利用者が要求する乗車・降車地点例を示し，右図はその要求を満たす，4 台のシェ

アリングタクシー（モビリティ）による配車サービスの計画例を示す． 

 

 

 

 

 

 

 



一方，物流・配送分野においてもモビリティの変革が注目されている。アマゾンや楽天な

どの EC が充実し，荷物の配送需要が高まっている．この需要の高まりが一因となり，配送

業の仕事量が増え，人手不足となっていることから，近年様々な企業がモビリティ分野にお

いて研究開発を進めている．例えば，トヨタの e-Palette や Rakuten Drone があげられ，こ

のような研究開発においては，人やモノの移動をどれだけ効率化できるかが焦点となる．そ

こで，トラックなどの大型の車とドローンなどの小型の車・航空機を併用した配送スケジュ

ール計画問題に対して高品質(高効率)な配送計画を得るアルゴリズムの開発を進めている．

下図（左）は，大型輸送機のトラックのみで 9 か所の顧客に荷物を配送するスケジュール経

路の例である．下図（右）は，同９顧客に小型輸送機のドローンを併用した場合の配送経路

であり，水色の破線がドローンによって配送する飛行経路を示している． 

 

 

【モビリティインフラ配置分野】 

 次世代モビリティ社会を構成する各種イ

ンフラの配置場所の決定はその都市の住民

の生活に大きく影響することから，モビリ

ティインフラをはじめ，最適な各種インフ

ラ配置にもとづくスマートシティを構成す

るための最適化システムの開発をすすめて

いる．右図は，各地域から地域住民の利便

性等に配慮して，施設（例として病院）の建

設・配置場所を計画する一例を示す． 

 



【観光情報サービス分野】 

観光客に情報を推薦するために，その観

光客の属性 (年齢，性別など) の情報や，

推薦される情報の属性は，重要な情報であ

る．しかし，ソーシャルメディアのユーザ

について，自身の属性を明かしているとは

限らない．そこで，現在，そのユーザの属

性を投稿されたコンテンツから推定する

一環として，日本以外の国から日本に訪問

したユーザの居住国を推定する手法の開

発に取り組んでいる．手法では，写真の撮

影地点などを考慮する予定である．右図

は，Flickr に投稿された日本で撮影された

写真を可視化した例である．また，観光客

の行動を分析することは，観光情報に関するサービスの改善に重要な情報源となる．そのた

め，ユーザの行動を分析するために移動軌跡をクラスタリングする手法の開発に取り組ん

でいる． 

 

また現在，新型コロナウイルス（COVID-19）が国際的に蔓延していることから，COVID-

19 を考慮した観光サービスを提供するための研究を推進している．下図はウェブ上での

COVID-19 関連の語彙を抽出した結果の例である． 
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